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燃料電池関連技術の市場調査を実施 
－家庭用燃料電池市場は、２０２０年に３,０７５億円規模へ－ 

 

 総合マーケティングビジネスの(株)富士経済(東京都中央区日本橋小伝馬町 代表取締役 阿部英雄

03-3664-5811)は、クリーンで効率的な発電を実現する次世代の電源として注目される燃料電池の市場についての

調査を行った。その結果を調査報告書「２００５年版 燃料電池関連技術の将来展望 上巻」にまとめた。上巻

では、燃料電池システム市場並びに、燃料電池構成機器・補機類市場、燃料電池評価装置、試験装置、シミュレ

ータ市場について市場の検証を行っている。 

 

＜調査結果の概要＞ 

 

■燃料電池システム市場 

 
用途別 ２００４年 ２０２０年 対０４年比 

業務用・産業用 １３億円 ６７１億円 ５２倍 

家庭用 １３億円 ３,０７５億円 ２３７倍 

自動車用 ８億円 ９,０００億円 １１２５倍 

携帯機器用 ― １４４億円 ― 

可搬型 ０.２億円 ４９億円 ２４５倍 

合計 ３４.２億円 １兆２,９３９億円 ３７８倍 

  

Ａ．業務用・産業用燃料電池市場 

業務用・産業用における燃料電池の開発状況を見ると高出力は技術的課題が多い。当面、数ｋＷから３００ｋ

Ｗまでの燃料電池コージェネレーション市場が形成されそうである。飲食店や病院、温浴施設、宿泊施設などの

業務用施設、各種工場への導入を目指し、ＰＡＦＣ（リン酸型燃料電池）やＭＣＦＣ（溶融炭酸塩型燃料電池）、

ＳＯＦＣ（固定酸化物型燃料電池）、ＰＥＦＣ（固定高分子型燃料電池）の４種類の燃料電池が開発され、一部で

商用機が稼動している。大型機（数十ｋＷ～数百ｋＷクラス）では現在商用化段階の「ＰＡＦＣ」や「ＭＣＦＣ」、

研究開発段階の「ＳＯＦＣ」が主体になるとみられる。熱需要よりも電力需要の比率が高い工場などの産業施設

では「ＳＯＦＣ」が期待される。一方、比較的少規模の数ｋＷから数十ｋＷの市場では飲食店や温浴施設などの

給湯需要が高い施設を中心に「ＰＥＦＣ」、「ＳＯＦＣ」が有望視される。 

 

Ｂ．家庭用燃料電池市場 

 家庭用燃料電池市場はエネルギー供給事業者による市場開拓が進められており、共同研究による技術交流や資

金提供なども含めた取り組みが続いている。２００５年から市場開拓の取り組みは加速しており、国策として家

庭用燃料電池大規模実証事業が開始された他、開発メーカーとユーザーによる普及に向けた取り組みが続けられ

ている。現在実施されている大規模実証事業は３年間の事業計画であり、今年度はＰＥＦＣで行われているが、

今後はＳＯＦＣが数十台規模で参加する可能性もある。ＰＥＦＣの場合は２００８年度以降に本格的な市販が開

始される見込みである。 

 

Ｃ．自動車用燃料電池 

 国土交通省が２００５年３月３１日に道路運送車両法を改正・施行し、圧縮水素ガスを燃料とする自動車の安

全・環境に関わる保安基準を整備し、燃料電池車の型式認証が可能になった。この制度改正の第一号として２０
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０５年６月にトヨタの「トヨタＦＣＨＶ」とホンダの「ＦＣＸ」が認定を受けた。今回の型式認証の整備／取得

は、燃料電池自動車が市販車としての位置付けに一歩近づいたことになる。運転者の制限や認定期限などが緩和

されるため、誰でも運転できるようになり試乗機会が増加し、これまで行われなかった個人へのリースも可能に

なる。しかし自動車メーカーは現段階ではコスト問題から積極的に燃料電池車を販売しようとしていないのが現

状であり、しばらくは大きな変化はなく低迷期が続くと考えられる。新規開発品の設計や仕様変更に数年は必要

であり、限定量産は２０１０年以降になると見られる。 

 

Ｄ．携帯機器用市場 

 携帯機器市場の燃料電システムは、一般的に「マイクロＦＣ」と呼ばれる。サイズは現在利用されている二次

電池程度を目指した研究が進められている。出力は１００ｍＷ～数十Ｗクラスまでの開発品があり携帯電話やノ

ートＰＣ、デジタルカメラ、携帯用オーディオプレーヤーなどでの利用が見込まれている。 

２００７年頃に商用化される見通しである。今後搭載アプリケーションは携帯電話が有望であり、市場は２０

１０年を境に導入が加速するとみられる。２０１０年までの数年間は携帯電話への搭載を見据えた量産化の準備

期間となり、複数のアプリケーションを用いた限定販売が続くと見込まれる。また携帯電話への採用・量産化が

本格化するのにあわせて高出力タイプの市販化も始まる見込みであり、ノートＰＣやデジタルカメラなどの既存

アプリケーションに加えて、マイクロＦＣならではのモバイルＴＶなどの開発も進むと見込まれる。今後の市場

はマイクロＦＣの拡大とリチウムイオン電池の高性能化、アプリケーションの省エネ化が同時に進行する。マイ

クロＦＣは市場拡大が期待されるが、リチウムイオン電池にとって代わるようなことはなく、リチウムイオン電

池との共存・併用・棲み分けが必要となる。 

 

■燃料電池構成機器・補機類、燃料電池評価装置、試験装置、シミュレータ市場 

２００４年 ３８億円  ２０２０年予測 ４８３億円（対０４年比 １２．７倍） 

補機類は、燃料電池の高効率化や応答性、安定的な作動を支える重要な役割を果たす。汎用品では対応できな

いという要求を満たすために、複数の企業が市場に参入し各社の仕様を共通化することで、市場競争も発生しコ

スト低減も期待される。 

燃料電池評価装置は、２００３年をピークに、市場規模は縮小傾向にある。また家庭用燃料電池が実用化フェ

ーズに入ったことで、単セルレベルからスタックやシステムの耐久性評価、量産時に必要となる出荷前検査など

求められる要求や目的が変化しつつある。装置メーカーにとって事業の転換期にある。セル・スタック解析シス

テムは実試験が困難な領域をシミュレーションできる事で開発スピード向上に貢献しており評価が高まっている。

そのため近年燃料電池メーカーでの採用が増えている。 

 

＜注目燃料電池分野＞ 

 

■家庭用燃料電池市場 

ＰＥＦＣ  ２００４年   １３億円  ２０２０年予測 ３,０００億円（対０４年比 ２３１倍） 

ＳＯＦＣ  ２００４年 １,０００万円  ２０２０年予測   ７５億円（対０４年比 ７５０倍） 

 

家庭用ＰＥＦＣは、２００５年度からスタートした定置用燃料電池大規模実証事業において、コスト低減を大

きな目標にかかげている。現状では一台あたり８００万円～１，０００万円とも想定される。スタック構成部材

の量産効果によってコスト低減に最も寄与すると期待されていた自動車用燃料電池の普及が当面見込めないため、

家庭用燃料電池は自力でのコスト低減に取り組むことになる。２００８年度の次世代機の開発にあたっては、補

機類の仕様共通化や、高温作動、制御方法の見直しなどによってコスト低減を図る方向であるが、１台あたりの

製造コストは２５０万円が現実的と見られる。２０１０年は製造コスト１２０万円とし、補助金によりユーザー

負担をカバーすることで、一定の需要が確保されると考えられる。 

 家庭用ＳＯＦＣは、２００７年度から２００８年度にかけて数十台レベルの実証が開始される見通しである。

スタックは量産化により、低価格化が進むと見られるが、普及価格帯を達成するためには補機コストの低減努力

が必要と見られる。普及価格目標は７５万円から８０万円であり、２０２０年にはエコウィルと同様の１０，０

００台の普及が予測される。 
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＜調査対象＞ 

概要 対象市場 品目 

Ａ．業務用・産業用市場 

PAFC（リン酸型燃料電池）､MCFC（溶融

炭酸塩型燃料電池）､SOFC（固体酸化物

型燃料電池）､PEFC（固体高分子型燃料

電池） 

Ｂ．家庭用市場 
PEFC（固体高分子型燃料電池）､SOFC（固

体酸化物型燃料電池） 

Ｃ．自動車用市場 PEFC(固体高分子型燃料電池） 

Ｄ．携帯機器用市場（マイクロＦＣ） 

改質型 PEFC（固体高分子型燃料電池）､

DMFC（ダイレクトメタノール型燃料電

池） 

燃料電池システム市場 

Ｅ．可搬型市場 

PEFC（固体高分子型燃料電池）、 

DMFC（ダイレクトメタノール型燃料電

池） 

Ｆ．改質器関連機器 家庭用燃料電池用改質器 

燃料電池構成機器・補機類市場 
Ｇ．運転・制御関連機器（補機類） 

ポンプ、ブロワ、弁、運転制御ユニット、

水分コントロールユニット 

燃料電池評価装置、試験装置、 

シミュレータ市場 

Ｈ．燃料電池評価装置、試験装置、 

シミュレータ 

燃料電池評価装置、セル・スタック解析

システム 

 

＜調査方法＞ 

弊社専門調査員による関連企業への直接ヒアリング調査 

 

＜調査期間＞ 

２００５年８月～２００５年１０月 

 

以上 

 

 

資料タイトル：「２００５年版 燃料電池関連技術の将来展望 上巻」 

体   裁 ：Ａ４判  １９３頁 
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       ＣＤ－ＲＯＭ付 １１７，０００円（税込み １２２，８５０円） 

調査・編集 ：富士経済 大阪マーケティング本部 第一事業部 

TEL:06-6228-2020(代) FAX:06-6228-2030 

発 行 所 ：株式会社 富士経済 

〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町２－５ Ｆ・Ｋビル 

TEL03-3664-5811 (代) FAX 03-3661-0165  e-mail:koho@fuji-keizai.co.jp 

この情報はホームページでもご覧いただけます。 

URL:http://www.group.fuji-keizai.co.jp 

 
 

http://www.group.fuji-keizai.co.jp/

	link_HOME00: 


